


■ご提案工法

耐久性・防水性コンテナバッグ

＋

合成ゴムＥＰＤＭ系遮水シート t=1.5mm



■従来工法

事例1（福島県）

小学校等の校庭の汚染された表層土を5ｃｍすき取

り、校庭内を掘削し、遮水シート（塩ビシートt=1mm
又はベントナイトシート t=6mm）を敷設し、すき取っ

た表層土を埋立て、同遮水シートでキャッピングし、

覆土する方法。

デメリットは、今後国の方針で汚染土壌や汚染焼却

灰を処分地に移送する場合、掘削時や積替えや移

送時に被爆の懸念がある。

事例2（東京都）

関東では廃棄物の焼却灰や下水スラッジ焼却灰に

基準値（8,000ベクレル以下）を超える放射能汚染

があったため、その焼却灰をセメントと混ぜてフレコ

ンバッグに入れ、そのフレコンバッグを30cmのベン

トナイトを敷設した基盤に並べて、遮水シート(合成

ゴムＥＰＤＭシート t=1.5mm）で覆い、覆土をする方

法。

デメリットは、セメントを混入、攪拌する際の被爆の

懸念がある。



1）汚染土壌や汚染焼却灰を、防水性・気密性に優れたポリエチレン製フレ
コンバッグに詰め 込む。

2）仮置場または、掘削地盤上にフレコンバッグを並べ仮置きする。
3）仮置きしたフレコンバッグを、EPDMシートで覆い、さらに５００mmの覆
土をする。
※参考断面図添付

＜作業フロー＞

以上の方法で、放射能汚染物質の飛散軽減が図られ、一時保管後の取出し、運搬に対してもより安全に
効率的に撤去作業が行える。

■提案工法の手順

汚染土すきとり

フレコンバッグ
に詰め込み

フレコンバッグ
を仮置き

ＥＰＤＭ敷設
＋覆土

焼却灰集積



■参考断面図

隔離層

隔離層



■推奨事例写真（東京都）



■マイティーバッグＪＳ
校庭の表土、廃棄物の焼却灰、上下水道等の脱水ケーキ等に使用



■合成ゴムＥＰＤＭシート



■参考資料

早川ゴム㈱社製「耐放射線環境ゴム」カタログ抜粋1/2



■参考資料

早川ゴム㈱社製「耐放射線環境ゴム」カタログ抜粋2/2



■参考資料
＜ミズシート8m×15.2mを使用した場合のマイティーバッグＪＳ 1000Ｌのレイアウト図 平積み 60袋＞
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■参考資料
＜ミズシート8m×15.2mを使用した場合のマイティーバッグＪＳ 1000Ｌのレイアウト図 2段積み 60袋＞
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■飛散防止テント



＜合成ゴムＥＰＤＭシート製造会社＞ ＜フレコン製造会社＞

株式会社 ジオテックス http://www.geotex.net

〒103-0014 東京都中央区日本橋蛎殻町2丁目13-4 片岡ﾋﾞﾙ2F
TEL 03-5640-1471

＜施工会社＞


